
宝塚第一小学校区まちづくり協議会広報紙

地域の方々の文化祭 ク

～地域文化交流会～

6 年間見守 って頂いた、

感謝をこめて

地域の方と餅つき大会 !

W 平成 24 年度まらづくり活動をご紹介 しま しょう !
まもなく新年度スター ト !



i 「防災メモ」 !

今年度 もまちづく り協議会では、1 月 1 9 日¦こ第4 回防災訓練

= (勉強会) を開催いだ しま しだ。寒い中、多数の ご参加、あ りが

とうこさいま した。市内のホランテ ィアグル ーブ 「きづな」の亀 ・

甲さんの講演 をは じめ、AED の使 い方や、易甲な もので 災害時 -

; 役立つ もの を作 っだ りと、参加型の勉強会が好評で した. 南海 卜

ラフ と呼ばれる大 きな断層が動いた ら、東海 ・東南海 " 南海地震

が連動 して起 こり、宝陵では、震度 5 ～ 6 弱の揺れに見塁われ る

• といわれてい ます。

そ こで私たちに出来る ことは, 日頃の備えです’ ]

• ユ・家族 との連絡手段、案合場所 を決めてお く。

2 会社や学校か らの帰宅ル ー トト確謁する。 I

3 非常・持ち出 し袋の用意. ( 3 ～7 日分)

•・縊・災害ハザ ー ドド ップを確認する。

• ⑤ 家具の転倒 防止 をする。 I

1 防災訓練 を実施する。
I

2 防災マ ッフを作る

3 • 防災用資器材の確認をする。 :

* ④ 要援護者対 策をする.

安全部会でほ これか らも積極的に共助 に向けての勉強会 を推進 ・

していきますので、皆様の こ奇力をお顛いいた します=
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今年度福祉部会では、具体 的な活動 と して次の ことを行いま

した。

1 、ふれあい夏休み工作教室

… 小視 聴覚笑 にて地域 の 方々 と子 ど も達 との 世代 間交流

を図 りなが ら楽 しい一 日を過 ご しま した

2 、車椅子体験講習会

「乗 ってみる ! 押 してみる ! J を体験 して、乗る人、押す

人の信頼関係の大切 さを実感 しま した。

3 、ふれあいサロン交流会

ー小校区では、活発 にサ ロンが開かれ ています, それぞれ

のサ ロ ンが抱えて いる問題点0 「こんな楽 しい事 を して い

, る」 とい うよ うな事例 の紹介な どを皆で語 り合いま した。

4 、福祉施設見学勉強会

今回は、中山桜台 にある 「(総 称) 中山ち どり」 を蓋 ノ

ま し任

5 、地域福祉ネ ットワーク会議

「地域の諜題 を出 し合い～ ・ な こと、あるある～ 」地域

にあける気にな ることについて話 し合 い、広いー小校区そ

れ・ぞれ の諜題 を共有 し連携 を深 めて い く iWこしたい と思

います。

年度 の終わ りにあた り地域 の皆 様の ご支 援 こ協 力 に感謝 申 し

上 げます。

現在子育てを している中で、困 っていることや、必要なことなどを子育て中の保護者の方及から生の声を聞かせても

らい、その 1 つ 1 つを一小校区まちづくり協議会子育て部会の課題 と し、取 り組んでいく内容に していきたいと考員て

おります。

子育てはとても大変。でも、その分喜びも数多くあります, この地域で子育てができて良か ったと自信を持 って言え

るまちづくりを子育て中の私たら目線で一緒に考 えていきませんか ! 私たらの子育て部会は仲間を募集 しています” ；
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昨理に続いて 「サマースクール」や 「地域文化交流会」を企画実践 しま したが、大きな問題にぶつか っています。そ

れは、広 く住民の皆さんにお知らせ出来なか ったこと、そのため、参加が少なか ったことです’

よ り楽 しい企画を準備 したいのですが、 このままでは企画倒れに終わ って しまうので、 3 月に予定 していた 「タウンウ :

オッチング」は中止 し、 どうしなら、た くさんのみなさんが参加できるイベン トにできるかを検討 し直すこと『しま し

た。みなさんのあ知恵をお貸 しください.



問合せ窓口 : ー小宝梅ハウス 0 79 7 -57 - 90 60 午前 10 時～•12 時

環境部会活動報告 ・・・• クリスマス用寄せ植え講習会実施

每理行 ってい宏寄せ植え講習会あ昨年は 1 2 月 1 8 日に南口会館で実施 しま した。この頃は花が少ない晦期なので、

クリスマスや正月に、自宅の玄関を花で飾 って華やかにできる多少の助けになればと思 って開催 したものです。 3 5 A

の参加を得て皆さん楽 しく時間を過ご していただけたようです。今後ともできるだけ沢山の方間参加いただいて、各家

地域の情報板

今回は地域でいくつかの自治会にわたって行われているイベン トを紹介 しますe 今、言われている照縁社会にな

らないように地域で顔見知 りにな り、いざという時にお互い助け合いができる事を目的と した活動といえるでしょ

う。

中州なかよ し会

元一小 コミュニテ ィ5 プ ロックに属 していた 3 つの自治会 ( 中州 1丁 目、中州、中州園) がコミュニテ ィ解散後、

なかよ し会をつくりま した. 毎年恒例とな ったもらつき大会の他に、公園での遊ぼう会や河川敷での運動会など行

っています。

資金は会費や夏祭りの出店の収益金、歳末助け合いの支援金をも

らってい ます。

每回 1 〇〇人ぐらいの参加があるようで、地域での世代間交流を

図りなが ら知 りあうことによ コて、地域の防犯、防災につなげて

います,

月見山を楽 しセ会

2 0 0 0 ^ 3 月地元の民生委員と協力委員が中心 とな り、助け合える地域に したいという忠いで立ら上げま し

だ。近隣の月見山、月見台、月見山二丁目など住民に呼びかけ、近くの公園や自治会館で活動 しています。每年、

だんご汁会、お花見交流会、夏休み工作教室を行 ってますが、会費は服らず自治会の支援も受けず、ボランテ ィア

基金や社協などか らの支援金で行 っています。数年前から月一回のふれあいサロンも始めま した, こかは会費を取

り周辺の住民の参加がありますが特徵として男性参加者が多いという事です。発足当初からのメンバーがほとんど

残り7 , 8 人で活動 していますが、意気の合 っだ仲間でお互いに分担 し、重荷 にな らないように楽 しく活動 してい

ます。

櫻まつ り

毎年、櫻の ころのに行っています.

主催は寿楽荘自治会ですが近隣の宝松苑、新寿楽荘、宝梅の各自治会が林催 していますc これもコミュニテ ィ時代

に4 ブロックに属 していた地域の住民が4 つの自治会の支援を受けて行っていま したが解散後、寿楽荘が主体とな

って行っています。寿楽荘の桜並木の所で観に来た人々に甘酒 とカル ビスあ振る舞 っていて好評です。4 つの自治

会会員には三角く じをあ り、お花の苗やお菓子をブレゼン ト°また近くの公園ではふれ•あいサロンのバ ザ ー や 西谷

の野菜販売があ り、多 くの人で賑わいます,



☆一 小宝 梅 ハ う スで は 「ヨー ガ クラ ス 」 を問 催 して い ま す。

ゆ った り と した 呼 吸 と身 体 の 動 き に意 識 を集 中 さ せ る 事 に よ

って、 と ほ だで も心 地 よ く ヨー ガ を実 践 す る ことが で き る こ と を

お 伝 え し、 お ー 人 お 一 人 の 中 に 存 在 す る 自然 の 治 癒 力 芝 引 き 出

し、生 活 習 慣病 の 予 防 と改善 に役立 て る こ と がで き た らと患 い、

每 回和 や か にク ラ ス を さ せて いた だ い て お ります 。体 験 会 も あ り

ま丈

日時 月 3 回 、 木 曜 日 1 0 : 3 0 - 1 1 : 4 5

連絡 先 〇 " 9 了一 了ア 一 2 1 7 S ( 前 田)

※ ま た は ー 小宝 梅 ハ う ス

池 域 の 方 々 の 活 動 の 場 と して 会合 や 相 談 会 等 に ご 却 用 頂 き、 現

任 は 琴、 三味 線 、 高 齢 者 向 けサ ロ ン、育 児 サ ー ク ル 、 デ コハ ー ジ

習字 、 ヨーガ 、 個 人 様 、管 蓮純 合 、 自治 会 な どに活 用 して 頂ュ、

いて お りま す。

◎ 美 会室

ご利 用 粕 間 CA) 9 時 ～ 1 2 時

(B) 13 暗～ 16 時

(C) 17 時～ 20 時

◎ 集 会室 利 用 制 金 1 階 各 5 0 0 円、 2 階 各 1 , 0 0 0 円

◎ 印 屈 機 、 コ ヒ 一機 利 用 可 能 で す ( 有料 旗

◎ 環 任 空 き 峙 間 が まだ 多 くあ りま す 中、広 々 活用 を図 コて い きた

い と思 って い ま す ー詳 紐 に つ い て は 下 記 に お 問 い合 わ せ くだ さ

會 お 題 い

宝 梅 ハ ウ スの 運用 委 員 ( ボ ラ ンテ ィア ) を して 頂 < 人 を募 集 し

て い ます。 詳 細 は電 話 等 にて 照 会 下 さ い。

★宝 梅 ハ ウ ス : 宝塚 市宝梅 1 ̶1 2 4̶ 3

で ん わ , フ ァ ック ス : 〇ア 9 7 ̶5 ア 一 9 0 6 0

宝塚第一小学校区まちづくり協議会 問い合わせ窓口: 宝塚市宝梅 1 丁 目 12- 43

ー小宝梅ハウス 0 7 9 7  ̶5 7  ̶9 0 6 0 (電話受付時間 午前 10 時～正午)

写 真 : 昭 和 3 1 年 ごろ逆 瀬川 公 民 館

今も昔も、地域のふれあいの場、情報センター、各種

催事の拠点 と して親 しまれています。
�

写真提供 : 宝塚市広報課

! 平成 2 4 年度も皆さまのご搦力によ り、様々な行 ]

j 事を終える事ができ心か ら感謝致 してお ります。 :

• 現在、組織に対 しての検討をするべく準備会が計 6 !
! 回 ( 2 月末現在) 開かれま した。 [

( まらづくりの基本である住民主体、自治会を中核 j
: と した諸団体 との協働のたたき台を模索 している ・

! ところです。 !

! 次年度 には、さ らに肉付けを して新たな組織へと I
i 変われるように考えていきたいと思 ってお ります. j
• また、双行 して活動と致 しま しては住民主体で参加 ・

! して!・頁けるような協働の行事、身近な困り事の解決 !

! 手伝い等、活動に取 り入れていきたいと思 っており (

i ます。 j
- 今後も皆さまのご参加 ご協力を宜 しくお願い致 !

! します, !

! 岩崎 美和 ¦

玉梅ハウス

宝塚昔探訪


